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ステージゲート評価結果（5年目） 
〇結果 
 5年目ステージゲート通過とする 
 
〇評点 
 A:評価項目を満たしており、課題の継続実施が妥当である 
 
〇総合評価コメント 
 ステージゲート目標のうち、中核と位置づけられる多自由度複合量子シミュレータ―
（10イオン）の構築、および微細加工他基盤技術の確立は達成し、フォノンのコヒーレン
ト伝搬など学術的に優れた成果が得られている。一方、その先の展開を支える光共振器一
体型線形イオントラップの目標は未達である。 
 以上を踏まえて、本プロジェクトは継続と判断するが、光共振器一体型線形イオントラ
ップについてはムーンショット高橋 PMとの密な連携に基づいて研究を加速することが望
まれる。３つの個別課題の最終的なインテグレーションに至る道筋を示すためにも、最終
目標にいたる３課題間の連携の計画、時期、数値目標を明確化することが望まれる。 
 そして、JCH シミュレータの学術上及び産業応用上の有用性や魅力を、世界最先端の技
術の中に位置づけて説明する努力を継続する必要がある。さらに開発する量子シミュレー
タの有用性、魅力、競合グループが開発しているイオントラップ量子シミュレータとの多
角的・総合的なベンチマーキングを継続することが望ましい。 

以上 


